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○議事日程

平成２２年第２回上毛町議会臨時会議事日程

平成２２年１１月２５日　午前１０時００分　開議

日程第　１　会議録署名議員の指名

日程第　２　会期の決定

日程第　３　諸般の報告

日程第　４　議案第５１号　上毛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例について

日程第　５　議案第５２号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

日程第　６　議案第５３号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第３号）

○　会　議　の　経　過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（村上正弘君）定刻になりました。皆さん御起立をお願いします。礼。着席ください。

　ただいまの出席議員は全員です。今から平成２２年上毛町議会第２回臨時会を開催します。

　ただちに本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本臨時会の会議録署名議員に、８番　増矢議員、９番　茂呂議員を指名します。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　臨時会招集の告示を受け、議会運営委員長に臨時会の運営について諮問をいたしましたところ、１１月２２日、議会運営委員会を開催していただき、答申をいただきました。

　委員会の答申は、会期を本日１日とする答申です。

　お諮りをします。

　臨時会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日１日としたいと思いますが、異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）異議なしと認めます。よって本臨時会の会期は、本日１日とすることに決定しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本臨時会に提出された案件は、町長から条例案２件、予算案１件の計３議案であります。議事日程をお手元に配付しておりますので、ごらんください。

　本日の日程は、提案理由の説明を受けた後、引き続き議案内容の説明を受け、質疑を行います。

　質疑が終了した後、討論・採決を行いますので、御了解をお願いいたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、説明員として、お手元配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し出席をいただいております。

　これで、諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これから議案の上程を行います。

　なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略します。

　日程第４議案第５１号、日程第５議案第５２号、日程第６議案第５３号、以上、３件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。それでは、ただいまより提案理由の説明をさせていただきます。

　本日ここに、平成２２年第２回上毛町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私にわたり御多忙中のところ御出席をいただき、厚く御礼を申し上げます。

　本日の臨時会に提案いたしました案件は、条例案２件、補正予算１件の計３案件であります。

　順次、提案理由を御説明申し上げます。

　議案第５１号並びに第５２号につきましては、去る８月１０日、人事院は民間との給与等の格差是正のため、国家公務員給与等について引き下げの勧告を行ったところでありますが、本町におけるその対応につきましては、人事院の勧告内容を尊重し、給与等の改定を行うこととし、議会議員各位にも御理解をお願い申し上げ、関係条例の改正について提案するものであります。

　議案第５３号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第３号）でありますが、今回の補正額は６,６５８万８,０００円で、歳入歳出予算総額は４７万４,７０３万４,０００円となります。

　歳出では、日々安否確認が必要とされる高齢者世帯に対する地域見守り活動や緊急通報装置を補完する感知センサーを使った見守り体制を１市３町で新たに構築し、地域での高齢者の安心、安全な生活を確保、増進するための関係費用、次に福岡県緊急雇用創出事業の臨時特例基金事業を活用した「食」による観光客誘致促進事業を行うための費用並びに、上毛町商工会が年末年始にかけ町内の個人消費を喚起し、町内事業者活性化の一助とするために取り組む地域商品券、いわゆるプレミアム商品券でありますが、発行事業を支援する関係費用を計上したものであります。いずれも緊急を要するものでありましたので、今臨時会におきまして提案するものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重な御審議の上、御可決、御承認をくださいますようよろしくお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。

○議長（村上正弘君）提案理由の説明が終わりました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）次に、日程第４、議案第５１号　上毛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは私のほうから、議案第５１号につきまして説明をさせていただきます。朗読によりまして説明にかえさせていただきます。

　上毛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例について

　上毛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例案を別紙のとおり提出する。

　平成２２年１１月２５日　提出

　　　　　　　　　上毛町長　鶴　田　忠　良
　理由といたしましては、平成２２年、先ほど町長が提案理由で述べましたように、８月１０日の人事院勧告を受けまして、一般職の職員の給与に関する法律の適用を受ける国家公務員の給与改定に関する取り扱いについて、平成２２年１１月１日に閣議決定されたことに伴いまして、それに準じた所要の改正を行うものでございまして、議員各位にはお願いをいたすものでございます。

　１枚おめくりいただきますと、上毛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例を列記いたしております。

　第１条と第２条につきましては、議員の皆様方の費用弁償等に関する条例の一部改正でございます。

　それから３条、４条につきましては、特別職、町長並びに副町長に関するものでございますが、常勤の者の給与に関する条例の一部改正でございます。

　第１条と第３条につきましては、公布の日から施行ということでございます。それから第２条、第４条につきましては平成２３年４月１日から施行するという内容でございまして、期末手当の減額がなされた内容でございます。

　以下に新旧対照表をおつけいたしております。

　以上で御説明を終わらせていただきます。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。質疑はありませんか。どうぞ、安元議員。

○５番（安元慶彦君）この前の全員協議会のときに、総務課長のほうから若干の説明は受けましたけども、今回のこの１２月の期末の改正の中で、改正前が１.５で改正後が１.３５カ月になると。そうして来年、１年後の１２月では、改正後が１.３７５と、こういうことになるわけですけども、ことし１回下がったものが来年また若干ですけども上がるということのようですけども、これは今の社会の情勢からいきますと、すべて民間ベースがダウンしている中での人事院勧告のダウンのあり方だと思うんですけども、これが再度、また来年、１年後には若干ですけどもアップされていると。これはどんなあれに基づいているのかどうか。

○議長（村上正弘君）総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）御説明を申し上げます。本年度につきましては、６月の改定がもう既に６月が終わっておりますのでなされておりません。したがいまして、今年度１２月で一気に下げたということでございます。したがいまして、トータル的にはことしは期末手当は２.６カ月分、来年度の２３年度でございますが、２.６カ月分に合わせるために、６月を０.０２５減額しまして、１２月を若干、今回の１.３５から上積みをしたということで、トータル的には平成２２年度と２３年度は変わらないという内容でございます。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）これで質疑を終わります。

　討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって議案第５１号　上毛町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第５、議案第５２号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）引き続きまして、議案第５２号の説明をさせていただきます。

　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案を別紙のとおり提出する。

　平成２２年１１月２５日　提出

　　　　　　　　　上毛町長　鶴　田　忠　良
　理由といたしまして、先ほど議会議員の条例でも述べましたように、平成２２年８月１０日の人事院勧告を受けまして、一般職の職員の給与に関する法律の適用を受ける国家公務員の給与改定に関する取り扱いについて、平成２２年１１月１日に閣議決定されたことに伴いまして、それに準じて上毛町の職員についても所要の改正を行うものでございます。

　１枚おめくりをいただきたいと思います。上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例案でございます。

　第１条につきましては、以下は上毛町一般職の職員の給与に関する条例についての期末手当その他給与表の減額改定、それから５５歳を超える職員の給与の減額、それから今年度の４月からの給与の減額調整等について、るる記述をした条例内容でございます。

　それから、これに合わせまして、上毛町単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例も一部改正を、この議案の中で同時に改正するものでございます。

　それから、この条例は公布の日の属する月の翌月の初日ということで、１２月１日から施行するということになっております。ただし、この改正条例の中の第２条の規定は２３年４月１日から施行するという内容でございます。

　以下、詳細につきましては全協のときにお渡しした資料に基づいての改正内容でございます。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）質疑なしと認め、質疑を終わります。

　討論を行います。討論はありませんか。茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）私は、議案第５２号反対の立場から討論いたします。

　職員給与の引き下げは、民間労働者の賃上げを抑制する理由に使われ、全体として国民の所得が減り、国民の購買力が低下し、景気の回復を望めず、ますます景気が冷え込む状況に追い込まれるので、この議案に反対いたします。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）
○議長（村上正弘君）起立多数。よって議案第５２号　上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）日程第６、議案第５３号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第３号）を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。総務課長。

○総務課長（矢野洋一君）それでは私のほうから、議案第５３号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第３号）について、御説明を申し上げます。

　平成２２年度上毛町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算の補正）

　第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６,６５８万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億４,７０３万４,０００円とするというものでございます。

　平成２２年１１月２５日　提出

　　　　　　　　　上毛町長　鶴　田　忠　良
　４ページと５ページをごらんいただきたいと思います。総括表で説明をさせていただきます。

　今回の歳入財源でございますが、地方交付税を３５万充当いたしております。それから国庫支出金としまして６,１９９万円、それから県支出金といたしまして４２４万８,０００円を充当いたしまして、総額６,６５８万８,０００円の補正でございます。

　歳出をごらんいただきたいと思います。今回は民生費で補正額が６,１９９万円ということで、合計が１２億７,８０９万６,０００円となっております。この民生費について、国庫支出金を充当いたしているものでございます。それから、商工費で今回４５９万８,０００円を補正いたしまして、３,０４９万４,０００円という予算額になっております。

　民生費につきましては、後ほど御説明がありますが、地域ＩＣＴ利活用広域連携事業の委託金の国庫支出金を充当いたしておりまして、１市３町の広域連携事業としての取り組みで、本町が１市３町の代表町として予算計上するものでございまして、地域見守りセンサーを設置するものでございます。

　それから、商工費でございますが、４２４万８,０００円計上いたしておりますが、先ほど町長の提案理由で申し上げましたように、緊急雇用創出事業臨時特例基金事業の中で、食に着目いたしまして、町内で生産される食材を活用して食品開発を行いまして、販売まで持っていこうという事業内容でございます。それから残りの３５万円でございますが、プレミアム商品券を商工会がやろうということで、町のほうもそれに対して支援をしていこうという予算の計上でございます。

　以上で総括的な説明を終わらせていただきます。

○議長（村上正弘君）説明が終わりました。

　質疑を行います。質疑はありませんか。茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）７ページなんですけれどが、１３款３項２目３節、この事業の委託先、１市３町で上毛町がその代表でするということですが、委託先は事業のもとがうちになるのか、民間であれば委託先の説明を願います。

　それから８ページですが、１４款２項１目４節、この補助事業は、この財源は県に基金があると思いますが、上毛町がまだ使える基金残高は幾らなのか、そしてこの有効期限がいつまでなのかお尋ねします。

　それから、９ページですね。３款１項２目１節、この事業ですが、講師の謝金４０万円ありますが、講師が何人で、何時間ぐらいされるのか。４０万円ということでありますので、かなり高い謝金になっているのでお尋ねします。

　それから、１０ページの６款１項１目１３節ですが、なぜ今始めるようになったのかお尋ねいたします。

○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）それでは私のほうから、地域ＩＣＴ利活用広域連携事業の関連についての御質問についてお答えをさせていただきます。

　まず、この事業につきましては、冒頭総務課長が触れましたように、１市３町で実施しておりますひとり暮らし高齢者世帯の緊急通報システム、これに係ります広域圏消防本部に設置しておりますセンター装置が更新の時期を迎えていることから、このセンター装置の更新に合わせまして、見守り体制の強化を目的とした既存の緊急通報装置に人感知センサーを付加した機械による見守りシステムの再構築事業を１市３町で計画したところで、これにつきましては総務省が本年夏に、情報通信技術サービスを活用した公共サービスの向上を図るための事業として、公募型の地域支援事業として募集をかけておりましたので、これの事業に１市３町で計画を立て、応募をしたところでございます。この計画が承認されまして、国からの委託事業として内示を受けました。これに伴いまして、今回予算計上させていただいたわけでございます。

　契約の方法につきましては、業務の委託先でございますが、これは業務の特殊性を考慮しまして、電気通信事業の入札参加資格を有する民間の事業者から、提案コンペ方式で企画案を募集しまして、システムの構築、それから地域協議会のあり方、人材育成の考え方などもあわせたところで御提案を受けて、関係市町によります選定委員会の中で委託先を決定する予定としております。

　それから、報償費が高額な報償費ではないかという部分ですけれども、これにつきましては、現時点で具体的にどういう方を招聘してということは考えておりません。当該事業につきましては、この人材育成等を含めた内容が事業の義務になっておりますので、これは具体的な提案の中でそういった人材育成の考え方も提案をしていただく予定にしております。それの中で具体的に、今後人材育成のために必要な講師等を招聘して、回数も１回になるのか複数回に及ぶのか、まだ今のところ明確に決定しておりません。したがいまして大枠での予算ということで、基本的に全体予算につきましても国からの委託事業の中で行いますので、現時点では大枠的な事業ということで、これにつきましては実際に実施した実績額に応じてその額が全額国から交付されることとなっておりますので、御承知おき願いたいと思います。

○議長（村上正弘君）企画課長。

○企画情報課長（尾崎幸光君）それでは、有効期限ということで御質問がありましたので、お答えいたします。

　この重点分野雇用創造事業につきましては、平成２２年度事業でございまして、県のほうから平成２２年度中に事業計画を立てれば２３年度１年間を使えるということで、事業としては２２年と２３年事業を行えるということでございます。金額につきましては、この前の全員協議会の中でもお示しをいたしておりますが、上毛町分として１,５９０万円の内示をいただいているところでございます。

　続きまして、１０ページのほうで、なぜ今始めるようになったのかということでございますが、道の駅、そして大平楽の観光客の減少に伴いまして、去年につきましては赤字を出しているところでございますので、これを契機に観光客の誘致、それと上毛町の知名度のアップを図りたいと考えておるところでございます。

○議長（村上正弘君）茂呂議員。

○９番（茂呂孝志君）８ページの緊急雇用創出事業なんですけれどが、１,５９０万円の内示をいただいているということですが、これで私が知りたかったのは、残高が幾らあるのか、これを実施した後の残高がまだ幾ら残っているのかと、これを使い切るためにどのような計画をお持ちなのかお尋ねします。

　それから、１０ページの「食」による観光誘致なんですが、そういう町のＰＲにしても、ちょっと遅過ぎる気がいたしますが、なぜ今なのかということで、今から始めるのかということで、回答になっていないと思うんですが、どこかからの指導か何かあったのかどうか、お尋ねいたします。

○議長（村上正弘君）はい、どうぞ。

○企画情報課長（尾崎幸光君）残金額が幾らかということでございますが、１,５９０万から今年度予算をお願いしております４２４万８,０００円を引きますと、１,１６５万２,０００円となるところでございますが、この事業につきましては２３年度も事業を実施したいと考えておりまして、全協のときにも少しお話をさせていただいたんですが、２２年と２３年度事業ということで、１,４６９万６,０００円を考えているところでございます。そのほかは何か考えがないのかということでございますが、あと残りが１００万ちょっとということで、それにつきましては新年度予算のほうで計画を考えていきたいというふうに思っております。

　それから、なぜ今なのかということではございますが、上毛町という名前が、この前の町村フェアということで、福岡のほうでフェアを開催しまして、そこで「上毛汁」を販売いたしました。そのときにアンケートをとりましたら、やっぱり上毛町の知名度というのがとても低いように思っておりますので、この事業を契機に上毛町を売っていきたいというふうに思っておるところでございます。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。三田議員。

○４番（三田敏和君）食に関する件なんですが、米粉をつくる機械ですね、あれももちろん上毛町の、もちろん米のいろんな別用途の開発ということでやられてきたと思うんですが、それの今の現状、当初の目的と今の現状というのはどのようになっているのか、再度お聞かせ願いたいと思います。

○議長（村上正弘君）産業課長。

○産業振興課長（川口　彰君）米粉機械の活用ということで、今、道の駅のほうに置いておりますけども、随時活用はしております。販売等もしているということでございます。主な内容的には、商品開発が今、主にしておりますけども、企画のほうでしています「上毛バーガー」等の開発も行っておりますし、米粉を使った加工品ですね、そういう開発等も行っているという状況でございます。

○議長（村上正弘君）三田議員。

○４番（三田敏和君）今、その米粉の機械で、ちょうど私も米粉が欲しいと思って、あそこに私の米でできるのかという話をしたことがあるんですけども、実際、粉の粗さとか、その辺をどこまで研究されているのかなと。非常に今、細かくするために２回すっていると。そうすると、米粉の当初の重量から比べると約半減ぐらいするんだと。そういうような現状のようなんですね。

　そういう状況で、これを本当に米粉を普及するための開発という意味からいくと、もっともっと何か力を入れないといけない部分があるんじゃないかなというふうに思うんですが、それの今、課題をどのように考えているんですか。

○議長（村上正弘君）産業課長。

○産業振興課長（川口　彰君）今ある機械につきましては、小さい機械といいますか、家庭用よりちょっと大きい機械といいますか、営業用にしますとですね、とてもじゃないけど、少し大きなやつ、あるいは専門業者に頼むということになりますし、米粉の、まあ私も専門的なことはよくわからないんですけども、要するに含水の関係で商品の価値がいろいろ変わるというふうに聞いておりますので、そこらの研究を今やっているというふうに聞いております。

○議長（村上正弘君）三田議員。

○４番（三田敏和君）今、ＴＰＰの問題もありますけども、そういう中で、米粉をいかに上毛の中で普及させるかということが、もともと本来の目的であったように思うんですが、そういう中で、学校給食とかそういうふうなものをという中で、本当にその開発というものが進むのだろうかというのが、非常に心配を、私は危惧します。その点、将来の展望をもう一度お聞かせください。

○議長（村上正弘君）産業課長。

○産業振興課長（川口　彰君）今、生産調整等で、自給率向上というか、あるいは所得補償制度の中で、米粉の普及等がございますが、要するに相手先、販売先を限定するといいますか、契約をしていなければ、今で言う補助対象とか、いろんな交付金の関係がありますけども、そこらの関係が対象にならない部分がございますが、私どもとしては、米粉あるいは飼料米ですね、そういうやつの普及ということを考えておりますが、何分、先ほど申したように相手先との契約等がございますので、そこらの営業といいますか、そこらはＪＡと一緒にしなければならないというふうに考えておりますが、まずＪＡの取り組みが、現段階では飼料米等につきましては契約相手等が確保が難しいということで、若干ちょっと低い位置にありますけども、将来的には、今の食糧自給率の向上等を考えますと、国が示していますように、米粉あるいは飼料米の確保等は検討しなければならないと認識しております。

○議長（村上正弘君）では、亀頭議員。

○１２番（亀頭寿太郎君）「食」による観光誘致の関係でございますけどが、これはどうした機関に委託するわけ。いろいろな地域の再開発とか、いろいろ云々すればね、地元の人、地元に定着して云々しとる人が、非常にその地域のこともよくわかり、地域が云々して、こうしたことが非常に開発されていくと。あらゆる研修に行ってから、ほとんどそうなんですよね。委託、委託ちゅうのは簡単でいいと思うけど、これは何に委託するんですか。

○議長（村上正弘君）企画課長。
○企画情報課長（尾崎幸光君）今考えておりますのが、しんよしとみ街づくり有限会社、今の道の駅のほうになります、そちらのほうとＮＰＯ法人ピアハウスつばさ会のほうに委託をしたいというふうに考えております。そちらのほうは大平楽の空きスペースを利用したところで事業を行うように考えております。

○議長（村上正弘君）亀頭議員。

○１２番（亀頭寿太郎君）地元のそうした関係に委託というようなことになれば、それはなお一層、その身近な関係があって、そして地域の実態もわかっておるからというようなことかもわかりませんけどね、私はこの前ね、馬路村のある議員と東京で一緒になったんですが、あそこが非常にね、町長を初め我々も全部視察まで行ってきて、今あの状態がね、非常にあんまりようないんですよ。そしてね、遠くから雇うてきた連中はほとんど帰してしまうとかね。

　なぜかというとね、全体的に地域活性化事業、うちもさっき米粉の問題が出ましたね。ああしたことになっているのを、どこも云々するごとなっとるもんだからね、まあ冗談の中に、熊本にこんな大きなのがあるという、そこが非常に云々じゃないかちゅうような話もちょっとしましたけどね、まあ、そうしたことでもってね、全般的に平とうなってしまうたからね、地域のそうしたのが非常にやっぱり難しくなってきたと、こういうふうな話もされておりましたのでね、私はこうしたことが実態、特にね、私は担当がね、担当でやっていくと。そして行政指導でもってある程度乗ってからね、民間のほうに移していくと。そうしたことのほうがね、私は今、大事ではないかと思う。だから、地域の役場の職員の皆さん方は、やっぱり地域の実態をいつも見ながら、そう云々していきよるからね、実態もよくわかるのと、やはりそうしたことが指導していく立場にね、最初は持っていくべきじゃないかと。

　先ほど米粉の問題も出ておりましたけど、学校給食、学校給食と言うだけでもってやりゃせん。だれも言うことはできるけどが、実現していくのはどうしていくかということ。実現していけば、幾分の給食費が高くなればね、町が幾分負担するとか、父兄が負担していくとか、方法は幾らでもある。やらんことにはね、物事は進んでいかないと私は思う。こうしたのに委託、委託じゃなくて、職員が率先してやっぱり引っ張っていくというような形をね、私はとるべきじゃないかと思います。

　以上。

○議長（村上正弘君）ほかに。安元議員。

○５番（安元慶彦君）私は見守りシステムですかね、これについてもう少しお尋ねいたしたいと思いますけども、この前の全協のときの坪根課長の説明では、この事業実施地域及びその対象世帯数が、各市町の世帯数が載っておりますけども、本町では１３０世帯と。しかし大体、独居のそうした高齢者の家庭が２６０世帯ぐらいあるということで、これはあくまでも申請に基づいてやるものですと、こういったような説明であったと思うんですけども、そういう方々の漏れ的なようなものが出ないのかどうか。

　それと、これをもらってこう見ますけどね、何か緊急な対応がこういうことでできるのかなと、そういうシステムになるんだろうかなというような感じを受けるわけですね。それで以前、今、独居の方が何か起こったときに、身辺に何か起こったときにぱっと押せば、すぐ消防に即通報が行くというのが今あるんじゃないですかね。今度やるやつはそういうことじゃなくて、何かこの前の説明では、いつも使うトイレとか炊事場とか、そういうところにその人が一回も行っていないと、その人がどうかなっちょりゃせんのんかと、その機械に反応されんでね、そういうことでは、もう行ったときに既に事は終わっちょるんじゃないかというような感じがするわけですね。いわゆる緊急な対応というものができるのかどうかというようなことも、ちょっと我々にはわかりにくいんですけども、そういった点はどうでしょうか。

○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）まず、緊急通報装置の設置世帯の考え方ですが、基本的にこれは常時何らかの形で見守りが必要な方、近所に身内もいないとか、そういった方が対象になっておりまして、この方たちというのは何らかの形で社会福祉協議会なり、また在宅介護支援センターの方々がかかわっております。大体そういう方ですね。

　見守り対象世帯については、今現在、社協、福祉協議会のほうでお願いをしておりまして、前回２６０世帯程度と申しましたが、実質的に社協が今現在見守り対象として何らかの形でかかわっているのは２３３世帯ございます。そのうち１３０世帯が、やはりその中でも非常に、常時見守り、何らかの形でしなければ、病気等をお持ちとか、いろんな形で必要という方については、この緊急通報装置の設置を勧めておるわけでございます。

　形としては申請というスタイルをとるわけでございますが、基本的に今現在ある緊急通報装置は、相談ボタンと緊急ボタン、二つあります。相談ボタンは在宅介護支援センターにそれが電話でつながって、その方の相談に応じるようになっております。２４時間体制ですね。もう一つの緊急用のボタンについては、広域圏に直接つながって、そこで広域圏が出動するなりの対応をしているということでございまして、このシステム自体はそのままでございます。

　これにさらに人感知センサーというものを連動しまして、同時に一定の、そういった常に動きのある場所にセンサーを当てて、例えば数時間動きがなければ、それが異常があったということで、身内の方とか見守る方にそれがメール配信されて、その方がその情報をもとに安否を確認できるようなスタイルに持っていくというものでございます。よろしいですかね。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。はい、どうぞ、安元議員。

○５番（安元慶彦君）前段の今ある分については、該当する世帯の方が申請をすれば、今言ったように消防署に即、ボタンを押せば、それはまだ今でもできるわけ。できるんですね。それで、なかなかこれは高齢者になると、あしたの日がなかなかはかりがたいということで、私のごく近所の方は、前の晩方までみんなとゲートボールをしておった方が夜中に亡くなって、息子さんが朝来たら、もう既に事が終わっちょったというようなこともありますし、きのうもちょっと老人家庭に行って、「おたくはついてますか」と言ったら、「いや、うちはまだついておりません」というようなことも言っておりましたから、こういうことは地域の福祉委員さんとかあるいは民生委員さんですね、そういう方々がやっぱり積極的にそういうことを知らせてあげて、早くそういうものをしてあげるということが私は大事じゃないかなと。もう事が終わったんじゃどうしようもありませんから。

　そんな感じもしておりますし、何か、この部会によると、なかなかセンサーがしないから、おかしいんじゃないかと行ったらもう終わっちょったというようなことになるんじゃないかというようなね、そんな感じがして、果たして緊急の役割をするんだろうかなというような、こんな感じもするわけですけどね。自信を持ってお勧めできる事業と私は思いたいんですけど、実際としてはどんなもんでしょうか。

○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）これは先ほど申しましたように、既存の緊急通報装置のシステムはそのままでございますので、その機能を有しておりますので、緊急時には緊急ボタンで広域消防が対応するというものでございます。さらに今、現状のそういった緊急通報システムを補完する形で、この感知センサーをつけるということでございます。

　民生委員初め福祉委員さん、社協全体の取り組みの中で、人的な見守りというのが今進んでおりますが、なかなか人での見守りだけでは十分に機能できない部分を、機械的な見守りを補完的にやっていくということでございますので、現状をさらに改善するという意味合いで、今回こういった装置を設置するように考えております。

○議長（村上正弘君）大山議員。

○６番（大山　晃君）安元議員さんとちょっと関連があるんですけど、現在、民生委員さんと福祉委員さんが、ひとり暮らしの家庭を訪問しているんです。１カ月１回か半月１回かやっているんですが、こういうシステムをつけることによって、その人たちの任務といいますか、そういうのがおろそかになってくるんじゃないかという気も、「こういう通報システムができてから、もうおれたちはやることがないんだ」ちゅうような、そういう逃げちゅうか、そういうものに発展していくんじゃないかなという危険性もあるんですけど、それはどういうふうに考えておりますかね。

○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）まずは人的な見守り体制を、しっかり地域の中で見守るという体制をつくるのがまず第一でございますので、今回のこの機械的な部分については、あくまでそれを補完するという形で考えております。

○６番（大山　晃君）もう一つ聞きたいんですが、いいですか。

○議長（村上正弘君）はい、どうぞ。

○６番（大山　晃君）長期入院をされたりして転送されたりして、こういう通報システムを設置してありますが、急遽入院したりすると、そのままおうちに帰れんでいくような方がおるんですが、そのときはすぐそのシステム装置ちゅうやつは、その次の家、困っている人に順次配置していくちゅう考え方は、どのように考えておりますか。

○議長（村上正弘君）健康福祉課長。

○健康福祉課長（坪根勝磨君）この装置につきましては若干のストックを持っておりますし、基本的に、病院等に一時的に入所されるとか、こういった方については、直ちにそれを取り除くことはしておりません。可能な限り設置を継続しておりまして、最終的に見込みがないといいますかね、それなりの届け出、状況に応じてですが、に基づいて、いよいよ必要がないということになった時点で外すというような形にしております。

○議長（村上正弘君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（村上正弘君）これで質疑を終わります。

　これから討論を行います。討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（村上正弘君）討論なしと認め、討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（村上正弘君）全会一致。よって議案第５３号　平成２２年度上毛町一般会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（村上正弘君）これで本日の日程は全部終了しました。

　平成２２年度上毛町議会第２回臨時会を閉会します。お疲れでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時４６分
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